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地域総合整備資金（ふるさと融資）について

産 業 政 策 課

１ 補正の理由

貸付先からの一部繰上償還の申し出により、特別会計における貸付金の財源である県

債の元利償還金及び償還利子の財源である一般会計から特別会計への繰出金を増額補正

する。

２ 概 要

（１）貸付金の繰上償還

・貸 付 先 名 ユナイテッドリニューアブルエナジー（株）

・繰上償還額 １０４,０００千円

（２）一般会計から特別会計への繰出金

・繰上償還にかかる利子 ２８千円

ユナイテッドリニューアブルエナジー（株）償還内訳 （単位：千円）

区 分 当初償還額 繰上償還額 年間償還額

償還元金 ２２４,００２ １０４,０００ ３２８,００２

償還利子 １０,８６７ ２８ １０,８９５

合 計 ２３４,８６９ １０４,０２８ ３３８,８９７

３ 予算額

（１）地域総合整備資金特別会計 １０４,０２８千円

内 訳 （単位：千円）

区 分 当 初 補正額 補正後

償還元金 １,００６,６１７ １０４,０００ １,１１０,６１７

償還利子 ２３,５５３ ２８ ２３,５８１

合 計 １,０３０,１７０ １０４,０２８ １,１３４,１９８

（２）一般会計 ２８千円

（地域総合整備資金特別会計への利子分繰出金）

内 訳 （単位：千円）

区 分 当 初 補正額 補正後

繰出金 ２３,５５３ ２８ ２３,５８１

（参考）地域総合整備資金貸付制度概要

民間事業者等が行う地域振興に資する事業に係る設備投資に要する費用の一部につ

いて、無利子資金の貸付けを行う。

・貸付対象者 法人格を有する民間事業者等

・貸付限度額 貸付対象費用から補助金を除いた額の３５％以内（上限４２億円）

・貸 付 期 間 １５年以内（据置期間５年以内を含む）の元金均等半年賦償還

・財 源 地方債 ※地方債に係る利子の７５％は特別交付税措置の対象
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産業技術センター施設・設備整備費について 

 

地域産業振興課 

 

 

１ 補正の理由 

  国の電源立地地域対策交付金を活用した産業技術センターにおける施設・  

設備整備に係る経費について、契約実績に基づき予算を減額補正する。  

 

２ 概 要                       △２,２１２千円 

（１）契約した機器 

    電界砥粒制御用多機能ワイヤーソー、ＥＭＩレシーバー、小型赤外線 

サーモグラフィーなど７機器  

機器名称 概 要 

電界砥粒制御用多機能  

ワイヤーソー  

電界砥粒技術を用いたワイヤー切断機  

 

ＥＭＩレシーバー  電子機器から出される電磁ノイズを測定する

装置 

小型赤外線サーモグラフィー  赤外線により、対象物の温度を非接触・高分

解能で計測する装置 

超高分解能電界放出形  

走査電子顕微鏡（仮契約）  

電子ビームの照射により、試料の拡大像の表

示や成分分析を行う装置 

オシロスコープ  電気信号の時間的変化をグラフとして表示

し、測定するための機器 

高速ネットワークシステム  センター内のネットワークを高速化し、また、

セキュリティを強化するシステム 

分光エリプソメーター用  

反射率測定モジュール  

分光反射率や分光透過率（波長ごとの光の反

射・吸収の割合）を測定する装置 

                     

（２）予算額 

   ・当 初  １３４,７１７千円（全額○国 ）  

   ・補正額   △２,２１２千円（全額○国 ）  

   ・補正後  １３２,５０５千円（全額○国 ）  

 

 

2



《 参 考 》 

電源立地地域対策交付金を活用した事業について 

 

１ 概 要 

  本県では、国の電源立地地域対策交付金を活用し、産業振興のほか、県立技

術専門校や環境維持のための設備整備などを行っている。  

※ 「電源立地地域対策交付金」について  

  本県の移出電力量（県内発電電力量－県内消費電力量）に交付単価を乗じ  

て得た金額が国から交付され、産業振興等に活用することとされている。  

 ※ 平成３０年度の本県への交付限度額 ２６６ ,９７２千円  

 

２ 内 容 

  電源立地地域対策交付金を有効活用するため、当初予算で措置した事業につ

いて、契約実績に基づき予算を減額補正するとともに、更新等を要する機器を

整備するため、増額補正する。  

 

（１）当初予算の状況（交付金充当額）            【単位：千円】                    

所管課  当初予算  実績見込  増減  備考  

地域産業振興課  134,717 132,505 △2,212 産業技術ｾﾝﾀｰ施設・設備整備費  

24,424 24,424 0 事業化ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ事業の人件費等  

 小計  159,141 156,929 △2,212  

産業集積課  5,676 5,676 0 企業誘致の広報関係費  

雇用労働政策課  20,307 16,092 △4,215 秋田技術専門校機器購入  

資源エネルギー産業課  16,327 16,327 0 金属鉱業研修技術ｾﾝﾀｰ機器購入  

秋田うまいもの販売課  3,336 2,125 △1,211 総合食品研究ｾﾝﾀｰ機器購入  

健康づくり推進課  7,611 6,575 △1,036 総合保健ｾﾝﾀｰ等機器購入  

環境管理課  31,293 31,293 0 健康環境ｾﾝﾀｰ機器購入  

農林政策課  16,948 13,557 △3,391 農業試験場等機器購入  

畜産振興課  1,744 1,744 0 中央家畜保健衛生所機器購入  

合 計  262,383 250,318 △12,065  

 

（２）９月補正予算の状況（交付金充当額）          【単位：千円】                    

所管課  減額分  増額分  補正額  備考  

地域産業振興課  △2,212 0 △2,212 実績減  

産業集積課  0 0 0 補正なし  

雇用労働政策課  △4,215 3,373 △842 実績減、大曲技術専門校機器購入  

資源エネルギー産業課  0 0 0 補正なし  

秋田うまいもの販売課  △1,211 1,856 645 実績減、総合食品研究ｾﾝﾀｰ機器購

入  

健康づくり推進課  △1,036 4,411 3,375 実績減、総合保健ｾﾝﾀｰ機器購入  

環境管理課  0 328 328 健康環境ｾﾝﾀｰ機器購入  

農林政策課  △3,391 3,865 474 実績減、農業試験場等機器購入  

畜産振興課  0 2,821 2,821 北部家畜保健衛生所機器購入  

合 計  △12,065 16,654 4,589  
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モーター評価研究室設置事業について【新規】 

（航空機システム電動化研究推進事業） 

          

輸送機産業振興室 

 

 

１ 目 的  

  県内に航空機システム電動化の研究開発拠点を創生し産業化の基盤とする

ため、産学官金による共同研究活動を支援する。  

 

２ 概 要 

航空機燃料ポンプ電動化用モーターの評価研究を、秋田大学等が大手重工と

共同で進める取組に対し、研究に要する経費を支援する。 

・補 助 対 象 秋田大学（共同研究：大手重工） 

・補助対象経費 試験研究に要する経費 

・評価機器購入費（パワーコントローラー等） 

・評価試験実施費等（研究補助員賃金、旅費、物品等）  

・補 助 率 １０／１０ 

・限 度 額 １０,０００千円 

 

３ 予算額                    １０,０００千円（補助金） 

財源内訳 ○国 ５,０００千円 

                            ㊀５,０００千円 

 

 

 

《 参 考 》 

◆モーター評価研究スケジュール 

 

 

 

 

1Q
（4～6月）

2Q
（7～9月）

3Q
（10～12月）

4Q
（1～3月）

H31年度～H30年度

燃料ポンプ電動試験

（県立大学×大手重工）
※H30当初予算

　　　　　⇒県大支援

モーター評価

（秋田大学×大手重工）
※今回補正提案

　　　　　⇒秋大支援

電動化 初期試験

試作モーター

評価試験

モーター試作

（試作組合）

試作モーター

コンペ評価

（大手重工）

燃料ポンプ

用として採用
ポンプ用モーター

量産受注目指す

様々なモーター

の試作・評価

⇒量産受注目指す
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◆現状と目指す姿 

（現状）  

 ①モーター試作の売り込みに評価結果付与は必須  

⇒秋田県内でモーター評価実施可能設備無し  

 ②秋田県内でモーター設計のノウハウ少ない  

       ⇒効率的なモーター設計を備えたモーター製造不可  

（目指す姿）  

 

 

 

◆航空機システム電動化への取組体制 

 

 

・ARI（Akita Research Initiative＝秋田リサーチイニシアチブ）  

⇒航空機システム電動化の研究推進を目的とした有志研究者の任意組合  

   （秋田大学や秋田県立大学の研究者 17 名）  

   ・秋田試作事業組合  

     ⇒モーター等の試作受注等を目的とした県内企業３社による任意組合  

 

 

①秋田県内でモーター評価可能  ②効率的なモーターを秋田で製造  
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職業能力開発校設備整備事業について 

（職業能力開発支援事業） 

 

雇用労働政策課  

 

 

１ 補正の理由  

  国の電源立地地域対策交付金を活用した技術専門校における設備整備に係

る経費について、契約実績に基づき予算を減額補正するとともに、同交付金を

活用し、機器の更新を行うため、増額補正する。 

 

 

２ 概 要 

（１） 補正の内容                     △１,９１２千円 

①  減額補正 △５,２８５千円（○国  △４,２１５ ○一  △１,０７０） 

・産業用ロボット２セット (秋田技術専門校 メカトロニクス科) 

・教育用コンピュータシステム一式（秋田技術専門校 民間訓練支援室） 

 

         当初２１,３７７千円 → 補正後１６,０９２千円    

うち交付金   当初２０,３０７千円 → 補正後１６,０９２千円    

 うち一般財源 当初 １,０７０千円 → 補正後     ０千円    

 

② 増額補正   ３,３７３千円（○国   ３,３７３  ○一   ０） 

・高輝度プロジェクター１台（大曲技術専門校 講堂） 

 

 

（２） 予算額 

・当 初  ４６,６６９千円（○国 ３１,７７６ ○一 １４,８９３） 

・補正額  △１,９１２千円（○国   △８４２ ○一 △１,０７０） 

・補正後  ４４,７５７千円（○国 ３０,９３４ ○一 １３,８２３） 
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財産の取得について 

 

地域産業振興課 

 

 

１ 財産取得議案の概要 

・名 称：超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡 

・取得予定価格：７８,３７５,６００円 

・取 得 の 方 法：一般競争入札 

・相 手 方：秋田県秋田市新屋表町６番１７号 

サカタ理化学株式会社 秋田営業所 

所長  鎌田 康孝 

・財 源：電源立地地域対策交付金 

 

２ 取得の理由 

現在、産業技術センターで使用している電界放射走査電子顕微鏡は、導入か

ら２０年が経過し、老朽化が進んでいるほか、分解能や新規解析技術という面

で、企業からの高度な観察や解析の要求に応じることが難しくなってきている

ことから、企業支援の充実を図るため、当該機器を取得する。  

 

３ 利用実績 

平成２９年度 ３２社、延べ７７件 

  （主な活用内容） 

①異物に起因する工程不良や製品不良が発生した際に、異物の元素分析 

などを行い、不良原因調査を実施したい場合 

②開発中のデバイス等微細構造の観察が必要となる場合 

③開発中の製品で結晶方位解析が必要となる場合 
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「超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡」の導入について

超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡

電子ビームを試料に当てて出てくる情報を検出器でとらえ、試料を拡大して表示す
るだけでなく、試料にどのような成分がどのくらい含まれているかを調べることがで
きる装置である。新装置導入により、ガラス、プラスチックなどの絶縁物や熱に弱い
材料においても、1nm（ナノメートル、百万分の1ミリメートル）以下の構造を識別す
ることができるようになり、自動車産業、半導体産業、電子機器産業、航空宇宙産業
などにおいて、製品の構造観察や不良発生時の解析での活用が期待される。

《 参 考 》

観察例① 電子回路基板の断面観察
基板やその上に載っている部品やパターンの断面を観察し、不良の原因となる異物を発見する。

観察例② 異物の成分分析

電子顕微鏡の拡大画像に
より発見した異物（写真上）
の成分を解析した（写真下）
。この事例では、Al（アルミニ
ウム）とO（酸素）から構成さ
れた異物だった。

【装置外観】
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